
国
労
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大
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催
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東
京
地
方
本
部
青
年
部
は
一
〇
月
一
日
十
八
時

三
〇
分
か
ら
東
京
地
方
本
部
会
議
室
に
お
い
て
第

一
〇
九
回
定
期
委
員
会
を
、
青
年
部
員
・
地
方
本

部
役
員
・
青
年
対
策
委
員
会
役
員
の
一
二
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

定
期
委
員
会
は
、
神
奈
川
地
区
本
部
木
村
洋
希

さ
ん
（
国
労
本
部
青
年
部
長
）
の
司
会
で
始
ま

り
、
青
年
部
長
あ
い
さ
つ
で
宮
下
青
年
部
長
は
、

「
明
日
も
職
場
に
明
る
く
足
を
運
べ
る
環
境
作
り

に
取
り
組
む
」「
神
奈
川
地
区
本
部
の
組
織
拡
大

に
学
び
、
新
た
な
常
任
体
制
で
組
織
の
強
化
を
図

る
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
続
い
て
地
方
本
部

を
代
表
し
て
石
井
書
記
長
が
「
新
し
い
青
年
部
体

制
で
、
青
年
部
運
動
を
強
化
し
、
組
織
の
拡
大
と

国
労
運
動
の
継
承
を
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
議
題
に
入
り
、
委
員
会
延
期
承
認
が
さ

れ
、
経
過
報
告
お
よ
び
当
面
の
活
動
方
針
（
案
）

が
提
案
さ
れ
討
論
が
行
わ
れ
た
。
青
年
部
員
か

ら
、「
要
員
が
足
り
ず
、
月
二
〇
〜
三
〇
時
間
の

超
勤
を
し
て
い
る
」「
コ
ロ
ナ
終
息
後
、
青
年
の

学
習
の
場
が
必
要
で
あ
る
」「
国
労
本
部
・
東
日

本
・
東
京
の
連
携
で
魅
力
あ
る
労
働
組
合
を
一
緒

に
作
る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
て
、
経
過
報
告
お

よ
び
当
面
の
活
動
方
針
（
案
）
が
全
体
で
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
役
員
改
正
が
行
わ
れ
、
新
し
い
常

任
部
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
再
任
さ
れ
た
宮
下
青
年
部
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
第
一
〇
九
回
定
期
委
員
会
を
終
了

し
た
。

新
常
任
体
制

　
青
年
部
長
　
宮
下
　
直
樹
　
豊
田
運
輸
区

　
常
任
委
員
　
松
本
　
康
平
　
大
宮
車
両
所

　
常
任
委
員
　
早
川
　
義
貴
　
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

後
も
安
保
法
制
は
違
憲
だ
と
言
い
続
け
て
い

こ
う
」
と
強
く
訴
え
た
。

　

全
国
基
地
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
厚
木
基
地

爆
音
防
止
期
成
同
盟
な
ど
か
ら
現
地
報
告
を
受

け
た
の
ち
、「
米
海
軍
が
横
須
賀
基
地
に
空
母

を
配
備
し
た
の
は
一
九
七
三
年
、
当
時
、
数
年

程
度
と
言
わ
れ
た
『
空
母
の
母
港
』
は
四
七
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
原
子

力
空
母
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
十
二
年
、
現
在
は

空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
が
配
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
艦
載
機
の
爆
音
解
消
を

求
め
て
き
た
厚
木
基
地
周
辺
で
の
闘
い
、
米
空

軍
横
田
基
地
や
陸
自
木
更
津
駐
屯
地
を
拠
点
と

す
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行
や
訓
練
反
対
な

ど
県
内
、
首
都
圏
の
仲
間
と
の
連
携
を
強
め
、

基
地
の
押
し
付
け
と
暴
力
的
な
弾
圧
・
蛮
行
と

不
屈
に
対
峙
す
る
沖
縄
の
闘
い
と
も
共
闘
し
て

全
国
的
な
運
動
へ
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
力

強
い
決
意
を
込
め
た
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

閉
会
し
た
。

一
〇
月
一
日
一
八
時
三
〇
分
よ
り
、
横
須
賀

市
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園
を
会
場
に
、「
原
子
力
空
母

ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
横
須
賀
配
備
抗
議
！
母
港

撤
回
を
求
め
る
神
奈
川
集
会
」
が
四
五
〇
人
を
超

え
る
労
組
・
市
民
団
体
の
仲
間
た
ち
を
結
集
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
代
表
の
福
田
護
弁
護
士
が
「
今
後
の
日
本

の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
平
和
憲
法
を

守
る
取
り
組
み
を
強
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
前
橋
地
裁
は
本
日
、
安
保
法
制
訴
訟
で

憲
法
判
断
も
せ
ず
不
当
判
決
を
下
し
た
が
、
今
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三
多
摩
平
和
の
火
リ
レ
ー

　

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
一
〇
月
三
日

に
第
三
二
回
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
を
開
催
し

た
。

　

通
常
は
六
月
上
旬
に
三
多
摩
の
各
自
治
体
（
奥

多
摩
町
な
ど
一
部
を
除
く
）
を
六
日
間
か
け
て
回

り
、
各
市
・
町
に
平
和
行
政
の
取
り
組
み
強
化
の

要
請
や
、
沿
道
の
市
民
へ
の
平
和
の
訴
え
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中

で
、
一
〇
月
三
日
の
一
日
だ
け
で
在
日
米
軍
横
田

基
地
一
周
の
取
り
組
み
と
な
り
、
全
体
を
各
地
区

実
行
委
員
会
に
割
り
振
っ
て
の
リ
レ
ー
と
な
っ

た
。
国
労
八
王
子
地
区
本
部
の
組
合
員
も
、
分
会

ご
と
に
、
各
地
区
に
横
割
り
参
加
の
形
で
取
り
組

み
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
福
生
公
園
（
牛
浜
駅
前
）
で
出
発
集
会

が
行
わ
れ
、
横
田
基
地
を
反
時
計
回
り
一
三
．
三

ｋ
ｍ
を
延
べ
一
八
四
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
繋
ぎ
、
福

生
市
・
昭
島
市
・
立
川
市
・
武
蔵
村
山
市
・
瑞
穂

町
・
羽
村
市
・
福
生
市
福
生
公
園
と
戻
り
、
到
着

集
会
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
実
行
委
員
会
で
は
、
前
後
の
日

に
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
非
核
平
和
条
例
の
制

定
、
国
に
核
兵
器
禁
止
条
約
署
名
の
は
た
ら
き
か

け
、
米
軍
人
に
よ
る
犯
罪
の
温
床
で
あ
る
日
米
地

位
協
定
の
見
直
し
の
は
た
ら
き
か
け
な
ど
の
要
請

行
動
を
行
っ
た
。

J
A
L
の
不
当
解
雇
　
年
を

超
え
さ
せ
な
い
年
内
解
決
を
！

一
〇
月
一
五
日
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
国

民
支
援
共
闘
会
議
は
、
争
議
の
一
日
も
早
い
解

決
を
め
ざ
し
、
経
団
連
・
厚
生
労
働
省
・
国
土

交
通
省
へ
の
要
請
・
宣
伝
行
動
を
雨
の
中
、
取

り
組
ん
だ
。

経
団
連
前
に
は
、
争
議
団
、
支
援
共
闘
、
労
組
、

市
民
団
体
を
含
め
約
二
〇
〇
名
が
結
集
し
、
争
議

の
一
日
も
早
い
解
決
を
訴
え
た
。
国
労
本
部
か
ら

も
、
佐
々
木
副
委
員
長
が
参
加
し
、
争
議
の
早
期

解
決
、
経
団
連
に
対
し
Ｊ
Ａ
Ｌ
経
営
陣
に
争
議
解

決
を
指
導
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。
こ
の
日
の
行

動
で
は
、
経
団
連
に
続
き
厚
生
労
働
省
・
国
土
交

通
省
に
対
し
て
も
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
経
営
陣
に
早
期
解
決

を
指
導
す
る
よ
う
求
め
て
、
要
請
・
宣
伝
行
動
を

取
り
組
ん
だ
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
は
、
今
年
の
一
二
月
三
一
日
で

丸
一
〇
年
を
迎
え
る
。
解
雇
さ
れ
た
一
六
五
名

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
客
室
乗
務
員
は
、
空
の
安
全

九
月
二
七
日
、
東
京
地
評
第
一
九
回
定
期
大

会
が
、
す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
た
。

青
山
光
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

荻
原
淳
議
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
労

働
者
・
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
脅
か
し
、
雇

用
と
営
業
に
か
つ
て
な
い
深
刻
な
事
態
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
今
こ
そ
労
働
組
合
が
存
在
し
運
動
す

る
価
値
と
役
割
を
」
と
訴
え
た
。
続
い
て
、
井
澤

智
事
務
局
長
か
ら
運
動
方
針
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、

事
前
の
文
章
発
言
報
告
と
当
日
参
加
の
代
議
員
か

ら
発
言
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
最

後
は
、
荻
原
淳
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
て
散

会
し
た
。
引
き
続
き
東
京
地
方
本
部
よ
り
横
倉
政

治
部
長
が
幹
事
と
し
て
再
任
さ
れ
た
。

本
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影

響
に
よ
り
、
時
間
短
縮
と
出
席
者
の
縮
小
の
中
で

の
開
催
で
あ
っ
た
。

と
職
場
環
境
の
改
善
を
求
め
て
先
頭
に
立
っ
て
闘

っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
労
働
者
で
あ
り
、
モ
ノ
言
う

労
働
者
、
労
働
組
合
を
敵
視
し
た
経
営
側
の
不
当

な
解
雇
で
あ
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
た
。
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
赤
坂
社
長
は
二
〇
一
八
年
四
月
に
、「
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
解
決
し
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て

い
る
」
と
発
言
し
た
も
の
の
、
一
向
に
実
行
し
よ

う
と
し
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
る
今
こ
そ
、
社
員
の
雇
用
維
持
と
あ
わ
せ
、

解
雇
争
議
の
解
決
を
実
行
す
る
こ
と
が
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
経
営
へ
の
信
頼
を
強
め
る
と
と
も
に
、
安
全
運

航
に
つ
な
が
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
年
内
解

決
を
め
ざ
し
、
一
〇
月
二
九
日
の
「
都
内
六
駅
頭

宣
伝
行
動
」
や
一
一
月
一
〇
日
の
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社

大
包
囲
行
動
」
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
東
京
地
方

本
部
と
し
て
も
、
行
動
の
成
功
を
め
ざ
し
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
要
請
す
る
。

国労東京地方本部
第７１回定期地方大会

日時 : ２０２０年１０月３１日（土）       
      １２時３０分　開場
      １３時　　　　開会
　　１６時３０分　閉会（予定）
場所 : 新橋・交通ビル地下会議室

＊傍聴は原則として置きません＊


